
、
ノ

ワ
」
 

昭 和 32  年  12 月  3 0  日 

・

nノ
 

よ
 

建
殴
事
業
勢
者

と
し
て
本
県
でた
だ

一
人
、慕
褒

章
の
栄
に
浴
した
人
が

当
町
に
いる
。
 

そ
れ
は朝
日
町
、
木
下
吉
三
郎全
入
）
さ
 

だ
 ん
で
、ツ
ル
ハ
シと
シ
ヤ
ベ
ルを
か
つ

い
叫康

A
一
生の矢
半
か
遺
路
に注
ぎ

込
ん
だ
、そ
の
功
績
が
み
と
め
られ
今

回
養
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

木
下
さん
の
父
七
郎
さん
も
郡
役
所
時

代
、
郡
道
補
修
夫と
し
て
西
北
地
区の

道
路
修
理を
し
て
い
た
が
、ナ
五
年間

勤
め
て
死
亡
、長
男
与
助
さん
が
そ
の

価
タ
襲
け
継
ぎ
、
十
三
年
間
勤
め
死
亡

し
た
た
め宣
」
郎
さん
は
そ
の
翌
年
か

ら
父
と
兄
の
仕
事
を
継
い
でか
ら
五
十

七
年
、悪
路
の
補
修
に
牛
曹て
き
た
、
 

号
 

1
J
 

4
A
 

第
 

【
 
地
と
して
あ
げ
ら
れ
て
い
たが
、
の
び
 

棚
 
の
び
に
な
つ
て
発

o
明
年
行
わ
れ
る
 

m
 
 
こ
の
第
七回
県
晋
年
大
会
A蕩
の
決
定
 

一麟
難
一
 

側
 
ん
、西
郡木
造
町
、轟
平
寄
啓
 

霊
 
当
金
木町
な
ど
の
候
一
 
があ
げ
ら
れ

一一
て
い
た
が
、最
終
的
に
は
金木
、
木
造

岬

平
内
の
三
地
区モ
ぼ
ら

れ
、
器

調
 

一
“

い
加
F
協
校
が
協
欺
k
」
醸
、保

蜘
 
脊
所
、相
撮
瑠
な
嘗
る
ほ
か
、宿
泊

細
 
襲
の
点
公

み
て
泉
遺
、
平
内
よ
 

ー
ー
り
条件
が
言
つ

て
い
ると
い
う
こと

畔
 
か
ら
、こ
の
た
び
、よ
う
やく
決
足を

帥
 
み
た
わ
け
で
あ
る
。
 

細
 
査
の
結果
、
芦
野
グ
ラ
ン
ドを
中
心に
 

当
町
で
県
大
会
を
開催
す
る計
画
は
、
 

第
一
回
（昭
知
二＋
七
年
）
大
会
開催
 

前
か
b
の
こ
と
で
、
昨
年
の
第
五
回
 

大
会
（
五所
川
原
）
の
と
き
に
も
候
補
 

】念 の な い の こ ど 屯）た を, 

一
」
夢・

 

「
舞藩
 

エ費予算 
18 fl万円 

設
計
で
き
近
く
入
札
 

六
十
名
収

容

の
嘉
瀬

保
育
所
 

敷
地
が
きま
ら
な
い
ため
般
計
の
おく
 
間保
青
所
は
七
十
七
坪
半の
kタ
ン
葦

れ
て
い
た
金木
町
第
三
保
腎
所
（
嘉
琶
ー
モ
ル
タ
ル
輸輩
平
家建
、
収
容
定
風
六

は
、
こ
の
ほ
●
設
計
が
でき
あ
がり
、
一
＋
名
で
、ポ1
チ
の
あ
る
ス
マ
1
ト
な

当
町
建
設
課
では
近
く
行
わ
れ
る入
札
】
もの
で
あ
る
。
 

の
鵬
備を
し
て
い
る
。
 

一
総
工
事
は
百
八
十
万
円
で明
年
春
早A
 か

ら
開
所
す
る
こと
に
なつ
プ
二
。
が

保
青
に
欠
け
て
い
る
子
供
逮
の
保
護

者
は
も
ち
ろ
ん
の
こと
、
集
令
場
の
な

い
嘉
瀬
地
区
の
住
民に
一
日
も
早
く
完

成
す
る
よ
う
要
望
さ
れ
て
い
た
も
の
 

本
校
の習
）劣
乙
フプ
は
昭
和
二
＋
七
年
 

発
足
以
来約
五
年
を
経
過
し
、そ
の
間
 

多
少
の
曲
折
は
あ
つ
た
に
して
も
大
体
 一

習
字教
室
（弘
前
の
北
門
書
道会
）
に

一
入会
し
、毎
月
十
五円
ま
で
に競
書
を

一
田
す
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
 

に
お
い
て
胆
調
な
発
退
を
し
て
い
るも
」
 

の
と
思
わ
れ
る
。
 

現
在
で
は
四
年
牛以
上
は
教科
と
し
て

も
毛
筆習
字
が
あ
る
が
、
三
年
牛
以
下

は
毛
昨（習
字
で
な
く
、
鉛
嬢
書
き
によ
 

北
門
習
α薮
憲
で
は
入会
す
れ
ば
ン級

か
ら
一
級
ま
で
の
）譜
級
と
、
そ
の
上

に
初
段
甲
、乙
か
ら
五
段
甲
、乙
ま
で

の
＋噌
段
に
わ
け
て
毎
月
の
雑
誌
、習
 

「字
牧
室
に
そ
の
子
Pも
の
競
替
の
成績
 

鳳 

尋
台
に
坐
つ
て
い
ま
す
』と
女
中

さ
ん
に
い
わ
れ
 
『
弱り
ー
 
た
な

ア
』
と
申
した
も
の
の
、内
心
で
は

シ
メ
シ
メ
だ
。
一
 
聞に
田
す
ンで

す
か
9私
な
ン
か
と
て
もと
て
も』
 

と
謙
遜
。そ
の
『…
ン
こ
に

魅
力

が
あ
る
。
 

】
」
真機
を
向け
よ
うと
し
た
ら
テ
レ

ビ
を
調
節
し
は
じ
め
た
。モ
ノ
にな

ら
な
い
と
い
之
丸
が
した
が
、強
引

に
押
レの
一
手
で
番
合
に
坐
らせ
パ

チ
リ
（
カタ
イ
表
情
で
しよ
う
。ス

ミ
マ
セ
ン
）
 

写
し
お
わ
つ
て
本
宅
へ
案
内
され
る
 

ー
。
お
風
履

mさ
ん
の
オ
カ
ミ
さん

に
は
、
も
つ
た
い
な
いと
い
『
っと
 

『そ
ン
な
こ
と
い
つ
て
…
口
の
悪
い

・
・』
と
ミ
て
こ
つけ
ら
れ
た
。オ
コ

ツ
タ
つも
り
で
しよ
う
が
「む
し
ろ

そ
の
横
っ
わ
眼つ
き
が
魅
惑
同
だ
。
 

丹
那
様
の
柾
コ
先
生
審
ル教
笹

は
、
こ
の
眼
と
均
整の
と
れ
た
そ
の
 

士

耳
＋
四
日
午
懲
蒔
、
当
町
鴛
 

 
会
議室

に
お
い
て
金
木
商
工
会
の
総
会
 

が
開
か
れ
、
昭
熱
柔
・
一疑度
血
灘
、
 

同
三
・
「1
1
左
凌
予
算
お
よ
び
定歌
の
一

部
改
正
な
ど
承
認
可
決
さ
れ
た
。
 

そ
の
後鳴
海
健
吉
（
医師
）
会
長
の
辞

謝
護
醐
に
統い
て
役
員総
辞
職ま
叫嘉
一

展
し
、や
む
なく
総
辞
職
を
承認
し
た

後
、
金
三
郎
氏
を
仮議
長
に役
員
を
改

選
し
た
結
風
茨
のと
お
り
選
任
さ
れ
た

◇
選
挙
に
よ
る理
事
（
女色
 

大
柵
得
司
、高
栂
錫
、
案
m光
男
、
 

藤
井
伝
蔵
、外
崎
初
三
郎
、沢
田
憶
造
一

巾
谷
定
男
 
一

◇
右
臓
員
の
推
せ
んに
よ
る理
事
（
六
一
 予

血
城
、
耽
和
別
）
 

中
谷
幸
一
、原
直
次
郎
、伊
藤
議
市
、
 

”
脅
（
直
成
、
新
岡
慶
一
、須
醸
岡
難
 

◇
監
事
（
一
君）
 

金
三
郎
、西
村
啓
次
郎
 

期
待
さ
れ
る
合
唱
団
 

歌
い
初
め
は
一月
十
日
 

金
木
コ1
フ
ス
会
で
は
、玉
る
士
月

一
日
、金
木
念
）校
に
おい
て
行
われ

た
晋
年と
婦
人と
青
年
敗
師の
集
い
に

そ
の
第
一
同麗
議
を
した
。
曲
目
は
小

学
校
唱
歌の
籍
根
の
田
』
 
ヲ
ンニ

ロ
リ』
な
「
多
彩な
種
目
叫
夫
い
に
喜
 

新会
長
に
原
一
 

評
議
員
J
 

金
「論
工
会
で
は
、こ
の
ほ
F鳴
海
会
 ＋
名
を
選
任

具
H
下
「
賃
の
総
辞職
に
伸
い去
る
十
 襲
一
千
三
年

九
H
午
後
七
時
、中
村
旅
館
で
糧
皿
 
お
り
。
 

の
組
織
会
が開
か
れ
た
が
、
会
長
に
原
 ①
命
融
機
関

次
邸
氏
、会
計
伊藤
儀
市
氏
、
総
務
沢
 
ク
を
多
く

田
憶
洪
（
氏をそ
れ
ぞれ
遷
任
、
副
会
長
 
者
の
多
い

に
は
会
畏
より
安
田光
男
、
叫
費
直
蔵
 

て
る
。
 

両
氏
州指
名
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
駅さ
 
②
観
光
纏
 

れ
た
。
 

③
金
木
を
中
 

」
の
組融
（繁
ほ
現
賃
制
鵬
の
ほ
か
 
い
て
、
関

評
議
員
を
お
く
こ
と
に
し
、評
臓
ぬ
に
 
し
、
道
路

は
地
城
、職
樋
な
P矛
舞
厭
して
約
三
 ④
年
中
行
事
 

鉢J3鮪鵬紅秤駆 
収容人員  6Oも
建讐面楢 76坪75 

！
 
「
 

一
！
 
一
 

一
 

▼
自
治
活
動
の組
繊
 

傘
級

と
い
う
生暫
場
 
、
 

童
に
対
す
る考
慮
と
地
域差
、
殊
編
 
て
、
一週
二
回金
校
一
電
行

つ
て
い
 
」犀
銭

下
で
も
習
字
の
希
認
が
暫
 
気

昭
い
る
。
本
校
の
嘉
発

門
 

U
Aも
は
、
あ
畜
る

面
に
お
い
て
教
 多
く
の
時間
を
さ
い
て行
わ
れ
る
教
科
 校
差
に
もと
づ
く
教
師
の
問
題に
よ
り
 
るほ
か
体
声
部
、薫

蔀
箪
校
ク
ラ
 
ー
年
生夏
、

一
事
生九
方
ロ
、三
年
 習
義
書
支

部
で
も
ま
さに
大
部
麗

青
的
契
機
を
掴み
、
た
く
乞

い
力
を
 
的な
学
習
活
励
の
基
磐
は
、
こ
れ
を
 
クラ
プ
の
穀
に
変
化
奮
り
、
霊
 

プ
濡
界

の
円
に放
課
後
特別
指
導
 
先
考

と
な
つ
て
お
り
、
こ
れ
らの
 
の
護

を
木
して
い
る
。
 

も
つ
て
焦
（〕
つ
つ
あり
、
し
か
も
校
内
 
糞
さ
せ
る
た
め
に
、そ
の
家え
と
な
 は
寝

と
も
特
色あ
る
ク
ラ
プ
活
動
に
 
宅
て
い
る
。
 

子
ど
も
は
翠
級
ク
ラ
プ
活
励
』
と
は
 ▼
自
主
番
岨
を
最
の

校
内
放
奮

外
に
お
い
て
、そ
れ
荒
の
驚

に
順
 
る
皇
覇
の
組
級
恋

然
的
に
告

霞
し

て
い
る
。霧
に
お
い
て
嘉
▼

自
主
性と
個
性を
生
か
す
た
め
の習
別
に
藤

集

新
損
任
の
先
芳
奮
 

本
年
度
よ
り
務
室
か
緩
し
て
、
校

心
て

伸
び
Js
る
。
 

そ
の
組織
の
概
要は
次
の
とお
り
で
あ
 
設
、
設
備
を
考
え
て
研究
の
結果
い
ろ
 
宇
ク
ラ
ブ
 

指
導
をう
け
、ク
ラ
プ
n
令
部
が北
門
 
内
整

姦

め
 
：
に
な
つ
た
。今
 

hりIlllI!！器】【】】】I二笥町加IIに：::：】：：コ 

r《
．‘
《了
 
〇子
芦主
る
一
 

）
 
▼ク
ラ
ブ活
助
の
組
 

校
L
織
 

余
 

・
 

】
 

字
 

習
 

」
 
係
 

真
 
〇
い
ろい
ろ
な
面
の
委
楓
 

る
。
 

・
 

い
ろ
変つ
て
き
て
いる
が
、
以
前
は
科
 

O
当
番
ま
た
は係
老
当

番
、
学
欝
 

学
部
、郷
素
、

図
工
部
、珠
算
部
、
 

当
番
、学
級
交
庫
、学
習
係
、衛
生
一
習
字
部
、家
庭
部
、文
化
部
、
音
楽
部
 

ク
ラ
プ
活
助
は
傘校
に
お
い
ては
児
 四
年
焦
以
上
は学
校
クラ
プ
活
洞
と
し
 る
票
善
方
と
な
つ
て
い
るけ
れ
ど
も
 乙
か
兼
姐に
、
有
叫暑
六
主
近

暑
 

三
カ
月
以
内
に
被
済
す
るこ
と
に
な
つ

て
い
る
が
、昼
割
払
い
と
、
三
カ
月
目

の
最
終
日
に返
承
す
る
二
通り
の
方
決

が
あ
り
、
町
当
局で
は
、こ
の
資
倉
】
 

大
い
に活
用
して
ほ
しい
と
認
ん
で
い

る
。
 

す
か
、
欧
璽

げ
の
必
嬰
は《
 

す
。
私
は
セ
J
 

い
く
ら
か
上
ゆ

と
細
か
い懲

＜
れ
た
が
、〈
 

坐
り
会
計を
m
 

て
、
そ
の
経
世
 

の
。
 

舞
国”
して
ダ
ソ
 

は
ン
海
え
（ガ
 

『い
ろ
い
ス
示
 

し
た
』
と
帰切
 

こ
の
間
、役
員
を
ズ
ツ
と
勤
め
、昨
 
か
．
 一

日い
つ
ぱ
い
預
つ
て
い
る保

年
ま
で
は
副
会
長か
rレ
て
き
た
ベ
テ
 
母
」ん
方
州
天
変だ
と
思
ふ
ら

で
 

ラ
ン
だ
。
 

と
と
ン
ン
か
ら
心
配
し
て
い
る
。
 

『
ナ
供
た
ちを
保
脊
所に
や
つ
て
い
 
 
保
資
所
D
子
供
たち
出
義
（
櫛
た
が
心

る
間
は
安
心
して
仕
亭
が
で喜曇
す
 
配
さか
c
い
る
保
爆
さ
ん
方
も
幸
福

ク
し
つ
け
f
と
い
う
点
か
らみ
て
も
 
 

？
ハ
。
 

規
則
正
しい
生
活
を
して
い
るの
で
 
ま
た
保
腎
所
に
は
）R
4籍
食
の
宙
愈

時
間
的
観
念
が
知
らず
知
らず
の
間
  
と
栄
塗
声
桑
ね
た
護
婦
が
必
袈

に
マ
え
つ
け
られ
て
い
る
し
、そ
の
 
だと
主
張
す
る
。
 

う
え
お
小
遭
い
が
少く
》嘉
み
、
大
 
『
昨
年か
ら
婦
人
会
が
で魯
是
の
で
 

一
一月
十
五
日
は
成
人
式
 

各
室
の
坪
数
次
のと
お
り
（
単
位
坪
）
 

◇
ポ
1
チ
I
一
・
五
◇
市
関I
三
・
〇

◇
遊
戯
室1
三
〇
・
〇
◇保
青
察
と

三
・
五
（
三
塞
◇
乳
蒐室
ラ

〇
◇

ほ
ふ
く
室
‘
四
・
〇
◇盟
率

【
四
・

〇
◇
給
水
場r
一
・
〇
◇事
務
憲
r
一
一
一
 

・

〇
◇
押
入I
一
・
O
（
一
一
塞
◇
便

所
・
四
・O
◇
廊
下
・
六
・
五
◇
計
七

七
・
五
 

の
経験
に
と
つて極
めて
大き
な
議
 

町
一
 

が
あ
る
。
 

ど
の
よ
う
に
発
声k
ら
よ
い
か

、
折
 

楽
は
ど
・
っ
す
る
か
、
＋
発
劇を
構
成
し
 
金
木

の
物
価
は

高
く
 
れ
ば
、

襲
一
 

効
巣
を
考
え
る等
零
、
搬
A
な
男
耕
 

く
、

い
 
の

挙
で

あ
 

鯵
（
競
」
鶏
霧
灘
嘉
騒
舞
難
 

撃

琴
こ

と
が
で
き
ると
楢
じ
て
い

g
っ
と
い
う答
も
あ
る
で
し
よ
う
っ
 も
、
な
お
金

る
。
 

な
・勾
ほ
ど
、何
を
、ど
こ
の
町
と
議
 
金
木
町
の
生

本
校
で
は
、
現
在
放
送
部
員
に
ょ
急
一
 
して
高
い
の
か
、は
つ
き
り
しな
け
れ
 
今少
し
考
え

内
放
送
が
主
であ
る
が
、素

級
毎
」
・
「に
り
ま
せ
ん
が
、
同
脅
質
の
物
を
 
高く
売
る
こ

に
も
婆
皿
す
る
よ
う
、自
主
番組
の
戸
一
 しか
も
現
金
で
買つ
て
、
五
所
川
原
よ
 
なく
、
真
い

と
太
肝
聞
して
い
る
。
 

ー
ゾ
っ涌
以
上
高
い
も
の
があ
る
と
す
 撮
供
す
る
り
 

金 

三
千
人
て
若
人
の
祭
典
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我
校
の
文
化
活
動
 六
 

小
 

学
 

道
路
を
守
っ
て
5
7年
 

黄
綬
褒
章
に

輝
く
木

下
（
プ
）
氏
 

明
年
の
夏
盛
大
に
行
わ
れ
る
 

若
人
が
力
と
美
の
繋
を
発
揮す
る
場と
し
て
、
年
た
盛
大
に
行わ
れ
て
き
泥
県晋
焚

会
は
、朋
年
度
で
七
回

目
で
あ
る
が
、
去
る
六日
、
県
立
実
図
審
館
で
開
か
れ
た
県晋
年
団
理
鷺
で
同
大
会
々
場
を
金
木
町
と
す
る
こ

と
を
正
式
に
決定
し
た
。
 

〇
週
 
番
 

〇
学
級
児
童
会
 

②
学
校
止藩
に
お
け
る
活
動
・
 

O
過
 
番I
五
、
六
 

年
各
クラ
ス
委
員
 

n季
校
児
童会
 

〇
班
常
会
 

こ
の
大会
は
県
下
の
各
青
年
団
？が
参

加
し
、名
郡
の
予
選会
を
経
て
県大
会

に
参
加
し
、さ
ら
に
会
菌
大
会
に田
場

す
る
こ
と
が
で
き
るこ
と
に
な
つ
て
お

り
、
県
大
会
参
加
者
は麹
三
一
 と
い

わ
れ
て
い
る
。な
お
競
技郡
目
は
次
の

＋
郡
目
で
あ
る
。
 

◇
陸
上
競
技
◇
車
球
◇泣
遺
◇相
撲
◇

剣
遺
◇
排
球
◇美
術
全
目楽
◇
演劇
◇

意
見
発
表
 

金
木
町
連合
青
年圏
長
の話
】”
かね
て

よ
り
の
念願
が
か
ない
、
こ
ん
な
嬉

し
い
こ
と
が
あ
りま
せ
ん
。γ」
れ
も

町
議
会
、
商
工
会
、体
腎
協
会
、一
七

の
他
久
関
係
団
体
が
一
致
協
カ
して

こ
援
助
く
だ
さ
つ
た
賜
です
。
今
後

と
も
よ
ろ
しく
こ
折
導
こ援
助
の
ほ

ど
を
お
願
い
申
上げ
ま
す
。
 

花
田
町長
の
話
廿
県晋
運
で
A蕩
を
金
 

【
写
暁廿
黄
緩
褒章
を
胸
に
感
激
の

木
下
さ
ん
】
 

い
わ
ば
ク道
路
一
家f
で
あ
る
。
 

こ
の
職
は昔
通
の
公
務
皿と
違
つて
退

職
後
は老
後
保
証
の
恩
典も
な
く
、
ま

た
そ
の
功績
も
忘
れ
られ
よ
うと
し
て

い
た
朱
九
の
褒軍
だ
け
に
木
下
さん
一

家
は
も
ち
ろ
ん
、町
の
人
た
ちか
ら
も

富
ぼ
れ
て
いる
。
 

木
下
さん
の
話I
こ
の
度
の
裂
影は
、
 

も
っ
、も
つ
た
い
なく
て
何ん
と
も

い
え
ま
せ
ん
。
 

私
と
し
て
は
、た
だ
日
A
の
自
分
の

作
糞
を
通
して
コ
ツ
コ
ツ
と
か題
機

関
の
た
め
に蓄
て
ぎ

た
ま
で
です

思
い
田
せ
ば昭
和
五
年
二月
十
一日

当
時
、国
の
道
路
改
良会
畏
水
野
錬

太
郎
氏
より
銀
杯
を
戴
いた
時
の
感

激
土
」
昼
れ
ら
れ
ま
せん
が
、こ
の
度

は
さ
ら
に
そ
れ
以上
の
喜
びで
す
。
 

ま
あ
、今
後
若
い
人
にこ
の
大切
な
、
 

仕
事
タ
ゆ
ず
つ
て
、ゆ
つ
く
り
履
業

の
手
伝
い
で
も
す
る
つも
り
です
。
 利

用
の
多
い
放
送
室
 

生
徒
の
大
牛

は
書
道
好
き
 

か
発
談
す
る
の
で
、
 

ク
ラ
プ
の
子ど
も
た

ち
に
は何
よ
り
も
こ

の
雑
誌
の
く
るの
が

待
た
れ
て
い
る
。
 

本
校
の
会
械散
は
四

百
名
を
数
え
、四
段
 

特
殊
指導
部
（特
に
掃題
児
の
特
別
指

導
）
な
ど
の
部が
の
つ
た
。
 

し
か
し
現
在
は習
字
部
、
珠
算
都
、家

庭
部
、
特
別
指
導
部
、体
声
部
、音
楽

部
の
組級
に
変
つ
て
いる
。
 

木
に
決
定
した
と
い
う
こ
と
で
す
が

青
年
団
R
と
と
も
に
喜
ぶ
も
の
で
す

問
厭
は大
八一
 と
し
て
恥
か
しく
な

い
よ
う
にグ
ラ
ン
ドや
、
そ
の
他
の

施
設
を
麗
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い

こ
と
に
あ
るの
で
す
が
、臓
A（側
と

よ
く
話
しあ
い
の
上
で
剛
三
十
三
年

度
の
予
算
に
は計
上
した
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

（
語
資
金
の
利
用
を
 

更
生
・
医昼
資
金
の
普及
も
図
る
 

当
町
社
会
福
朴
比
助議
会
で
は
、現
在
 

『た
す
け
あ
賢
（盛

の
余
を
つ
く

り
貸
付
けて
い
る
が
、利
用
者
が
少
な

い
の
で
、県
朴
協
の
量

生
お
よ
び
医

療
資
金
貸
付
』
の
利
用
も
あ
わ
せ
、生

活
困
窮者
の
翼
生を
は
か
る
ため
、
趣

旨
の
普
及
につ
と
め
る
べ
く
社
会
福
祉

課
で
準
備
を
す
す
めて
い
る
。
 

た
す
け
あ
い
賢
金
は
一回
三
千
円
で
、
 

金
木
町保
育
所
 

⑨
 
母
の
会
々
畏
 

花
田

智
氏
 

身
体
全
体
に
か
ける
フ
ン

：
』
の

甘
声
に
参
つ
た
、と
結
婚
当
時モ
ツ

パ
ラ
の
噂
。
 

穀

逮
は
見
合
で
す』
と
答
え
てく

れ
ま
した
が
、
ア
ヤ
シ
イ
も
の
。
 

保
育
所
に
完
全
給
食
を
 

愛
情
の
表
現
を
修
業

中
 

そ
れ
で
も葬

の
つ
も
りか
！糾
で
 
助
か
り
で
す
。
保
督
所
のあ
る
、
こ
毎
の
金
の
括
助
館
囲は
せ
ま
く
な
り

寛
島
曹

セ
イ
で
しよ
う
か
、
 の
町
早
供
た
弘
ほ
幸
福
で
す
』
と
 
ま
した
が
、
保
督
所
に
対
して
は
今

主
合

は
愛
情の
衷
現
が
へ
タ
だと
 
像
査
所を
ペ
タ
ホ
メ
。
 

後
子
供
の
）
加
全保青
と
い
う
こ
と
に

い
究
て
 
月

下
み
寿
研
つ
愛
 
保
育
所
が
お
休4の
貝
十
供
た
ち
 つ
い
て
、ジ
ツ
ク
り
腰
を
お
ちつ
け

現
f
に
つ
い
て
、ダ
ン
ナ様
か
ら

・
 
シ
お
ゃ
つ
そ
J
 
 
く
さ
ん
要
求
し
 て
協
力す
る
こ
と
が
で
きま
す
』と

習
か
極
け
て
い
るん
で
す
。
』
 
「

1弱
り
ま
す
。ー
 
』
の七
円
＋
鰹
 母
異

太
来
の
姿
に
帰つ
た
こ
と
を

ク
畏
f
の
つ
く
奥
際の
家
庭は
み
ん
 
の給
食
費
で
は
牛
 
力
で
は
な
い
で
  
m「
二
；
了
。
 

な
円
満の
よ
、
尼
0
 
 

し
よ
、
っ
か
。
保
右
一H糾
営
に
不
足を
 
人
浮ザ
 
『
監
トげ
問
餌に
つ
いて

保
判
所
か
で
島
耐
郵
革
七
＼

か
 
印
し
て
い
る
の
で
は
あ0永
せ
ル
が
 3
、
」
“

り
”)
 
 
‘
、

一
『私
極
も
組

・

ら
お
子
さ
ん
三
人
を
保
声
所に
預
け
 
少な
い
クお
や
つ三
ギ
供
さ
ん
遠
 
含」
で
あ
り
、
柳
  

Jけ
て
いま
 

総
辞
職

後
直

ち
に
改
選
 
離
「
田
町
専
ほ
買
皿と
して
歴

畿
 
総
会の
議
案
は全
案
可
決
 
「難
餌
曜
薮
菱
 く

の
人
選
を
 

生
か
す
よ
う
 

◇
間
コ
と
フ
 

◇
一月
十
日
 

I 

ま
叫ほ
放
送
施
殿
に
よ
つ
て
勲
く
だ
け

の
立場
に
お
か
れ
て
い
た
が
、校
内
放

送
を
申施
す
る
よ
う
に
な
つ
て
か
らは

自
ら
が
マ
イ
ク
の
削
に
立ち
、
自
ら
柵

成
し
た
プ
ログ
ラ
ム
に
よ
つ
て
発
表
七
 

た
り
、
演
川
し
た
り
ず
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
にな
つ
た
ので
、
こ
れ
）量
儀
 

 

の
 

 

   

 

一
人
八
百
」
 

は
か
ま
い
 

そ
の
月
末
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建
設
事
業
功
労
謡
と
し
て
本
県
で
た
だ

一
人
、
黄
綬
褒
章
の
栄
に
浴
し
た
人
が

当
町
に
い
る
。

そ
れ
は
朝
日
町
、
木
下
吉
三
段
盃
）
さ

ん
で
、
ツ
ル
ハ
シ
と
シ
ャ
ベ
ル
を
か
つ

い
で
獣
々
一
生
の
大
半
語
近
路
に
注
ぎ

込
ん
だ
、
そ
の
功
獄
が
み
と
め
ら
れ
今

回
採
声
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

“
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．
。
。
、
く
り
〃
Ｂ
ｂ
－
Ｄ
９
Ｂ
”
９
．
０
．
，
：
‐
。
、
心
。
。

叩
即
叩
■
凸●

ｅ
ｊ
Ｏ

●

ｈ
Ⅱ
叩
毎
●
■
①●

■
■
●

■
Ｂ
ａ

９
１９
８
●

写
Ｉ
０
１
二
●
●
巳

叩
叩
●
叱

皿
皿
、
■
由

一
恥
惣

０
０
■
。
●
凸
■

■
１
１
０
●ｇ

Ｇ

Ｉ
Ⅱ
４
●
■

Ｉ
Ｆ
●

９
６
の
■
巳

叩
仙
■

吋
岬
ロ
酔
叱
■

０
Ⅱ
●
■

甘
’

●
■

、
恥
●

加
州
叱
叱●

■
■
ａ
■
■
●
①

Ｉ
Ｄ
Ｄ
●

■
Ｔ
Ⅱ
０

ゆ

。
Ⅱ
ザ
●

ｂ
Ⅱ
Ｊ
●
一

助
叩
叩
ｅ

Ｕ
０
ｇ
Ｃ

伊
ｌ
●
。
■

９
３
。
《

仙
北
■
■
■

竹
Ｉ
●
●谷

、
叩
●
■

叩
叩
、
ｅ
ｏ
二

口
日
日
●

▲
日
０
■
●
一

一
両
叩
叩
。
■

も
■
Ⅱ
日
毎
●
■巳

別
》

Ｔ
１
Ｇ

ｎ
Ｍ
ｅ
Ｑ

曲
伽，
。
■
ゅ

９
巳
Ｂ
●

９
５

■
Ｑ

Ｉ

ｂ
■

由
り
勺
一

■
■
Ⅱ
ｌ

■

１
０
４
，
■■■

●
Ⅱ
８

■

■
ｌ
・
自
巳

玩
叩
恥
■

■
１
０
。
■

序
、
■

咽
卿
●
■

掘
醐
凸
の

ｓ
ｏ
寸
争

①

佃
叩
や

１
寺
Ｉ
。

●

山
”
●
Ｇ
叱

り
ｌ
叩
Ⅷ
■
各
●

”
ＭＭ
Ｍ
●
◆

叩
的
。
●
ぬ

岬
卯
ｄ

Ｑ
Ｏ
口
●
。

■

も
１
４

口

●

０
Ⅱ
凸
毎

６
９
■
４
申

●
も
■
●

町
叩
ぶ

ゆ
４両
Ⅱ
釦

姉
Ⅶ
糾
吋
両
叩

|
｜

|"､I,,,,i"

一
一

｡●

』

’
IIIIIIIIIIIR:$:;罰諦鰄llllIII::XBl'lllllllll 叩M1噸::W::::"'1IIIIIIII' 'lbllllil' IHMIIIll嘱繩

褒
章
に

木
下
さ
ん
の
父
七
郎
さ
ん
も
郡
役
所
時

代
、
郡
道
補
修
夫
と
し
て
西
北
地
区
の

逝
路
修
理
を
し
て
い
た
が
、
十
五
年
間

勤
め
て
死
亡
、
長
男
与
助
さ
ん
が
そ
の

後
を
畷
け
継
ぎ
、
十
三
年
間
勤
め
死
亡

し
た
た
め
吉
三
郎
さ
ん
は
そ
の
翌
年
か

ら
父
と
兄
の
仕
那
を
継
い
で
か
ら
五
十

七
年
、
悪
路
の
袖
修
に
生
き
て
き
た
、

と
を
正
式
に
決
定
し
た
。

当
町
で
県
大
会
を
蝿
催
す
る
酎
脚
は
、

第
一
回
（
昭
和
二
十
七
年
）
大
会
開
偲

加
か
ら
の
こ
と
で
、
昨
年
の
第
五
回

大
会
（
五
所
川
厘
）
の
と
き
に
も
候
補

地
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
の
び

の
び
に
な
っ
て
い
た
。
明
年
行
わ
れ
る

こ
の
第
七
阿
県
軒
年
大
会
会
場
の
訣
定

ま
で
に
は
、
青
森
市
、
弘
前
市
は
も
ち
ろ

ん
、
西
郡
木
造
町
、
亦
郡
平
内
町
及
び

当
金
木
町
な
ど
の
候
補
地
が
あ
げ
ら
れ

て
い
た
が
、
最
鯵
的
に
は
金
木
、
木
造

平
内
の
三
地
区
に
し
ぼ
ら
れ
、
現
地
鯛

壷
の
結
采
、
芦
野
グ
ラ
ン
ド
を
中
心
に

小
、
中
、
高
鮫
が
あ
り
、
公
会
堂
、
保

脊
所
、
相
権
班
な
ど
あ
る
ほ
か
、
宿
泊

噸
準
の
点
か
ら
み
て
も
木
造
、
平
内
よ

り
条
件
が
》
琴
つ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、
こ
の
た
び
、
よ
う
や
く
訣
定
を

み
た
わ
け
で
あ
る
。

若
人
が
力
と
葵
の
誌
築
を
発
揮
す
る
場
と
し
て
、
年
為
盛
大
に
行
わ
れ
て
き
た
県
青
年
大
会
は
、
噸
年
度
で
七
回

目
で
あ
る
が
、
去
る
六
日
、
県
立
中
央
図
掻
館
で
開
か
れ
た
県
帝
年
団
理
本
会
で
同
大
会
を
場
虚
金
木
町
と
す
る
こ

つ

57〈
一

’一

こ
の
大
会
は
県
下
の
各
青
年
団
回
が
参

加
し
、
冬
郡
の
一
千
選
会
淀
経
て
県
大
会

に
参
加
し
、
さ
ら
に
全
国
大
会
に
閉
鯉

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
県
大
会
参
加
者
は
約
三
千
人
と
い

わ
れ
て
い
る
。
な
お
競
技
郡
自
は
次
の

十
郡
目
で
あ
る
。

◇
陣
上
鍾
蓑
◇
卓
球
◇
奏
適
◇
相
撲
◇

剣
迩
◇
排
球
◇
美
術
全
塁
◇
演
劇
◇

葱
見
発
表

金
木
町
連
合
青
年
画
憂
の
話
Ｉ
か
ね
て

よ
り
の
念
願
が
か
な
い
、
こ
ん
な
壇

し
い
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
も

町
繊
会
、
商
工
会
、
体
両
協
会
、
そ

の
他
丞
側
係
剛
体
が
一
致
協
力
し
て

ご
撰
助
く
だ
さ
っ
た
賜
で
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
ご
折
導
ご
擁
助
の
ほ

ど
を
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

花
田
町
長
の
話
Ｉ
賑
背
巡
で
会
鋤
を
金

【
写
嘩
Ｉ
黄
綬
褒
章
を
胸
に
感
激
の

木
下
さ
ん
】

い
わ
ば
少
逝
路
一
家
〃
で
あ
る
。

こ
の
駁
は
普
通
の
公
務
風
と
遮
っ
て
退

職
後
は
老
碓
保
証
の
恩
典
も
な
く
、
ま

た
そ
の
功
緬
も
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
た
矢
先
の
理
軍
だ
け
に
木
下
さ
ん
一

家
は
も
ち
ろ
ん
、
町
の
人
た
ち
か
ら
も

窟
ば
れ
て
い
る
。

木
下
さ
ん
の
話
Ｉ
こ
の
度
の
表
彰
は
、

も
う
、
も
っ
た
い
な
く
て
何
ん
と
も

い
え
ま
せ
ん
。

私
と
し
て
は
、
た
だ
円
倉
の
自
分
の

作
錘
を
通
し
て
コ
ッ
コ
ヅ
と
変
通
穣

関
の
た
め
に
努
め
て
き
た
ま
で
で
す

思
い
出
せ
ば
昭
和
五
年
二
月
十
一
日

当
時
、
国
の
通
路
改
良
会
長
水
野
錬

太
郎
氏
よ
り
銀
杯
を
戴
い
た
時
の
感

激
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
度

は
さ
ら
に
そ
れ
以
上
の
葛
ぴ
で
す
。

ま
あ
、
今
後
若
い
人
に
こ
の
大
切
な

仕
班
を
ゆ
ず
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
腰
業

の
手
伝
い
で
も
す
る
つ
も
り
で
す
。

↓
つ
。

○
当
番
ま
た
は
係
Ｉ
花
当
番
、
学
扱
脚

当
番
、
学
級
文
脈
、
学
習
係
、
断
生

係
○
い
ろ
い
ろ
な
面
の
雀
陛

○
週
番

○
学
級
児
童
会

②
学
校
生
活
に
お
け
る
活
、
’

○
週
番
’
五
、
六

年
各
ク
ラ
ス
委
風
歯
岨

○
学
校
児
童
会

（
朝
日
町
）

I
1

I ’一
｜

当
町
社
会
福
祉
協
蟻
会
で
は
、
理
粍

彊
す
け
あ
い
涯
會
の
金
叩
を
つ
く

り
獄
付
け
て
い
る
が
、
利
用
諾
が
妙
な

い
の
で
、
県
社
協
の
画
生
お
よ
び
医

顕
蜜
金
黄
付
』
の
利
用
も
あ
わ
せ
、
生

活
困
窮
者
の
里
生
を
は
か
る
た
め
、
趣

旨
の
藩
渋
に
つ
と
め
る
べ
く
社
会
狐
祉

課
で
沌
峨
柾
す
す
め
て
い
る
。

ゞ
た
す
け
あ
い
賞
金
は
一
Ｍ
三
千
円
で
、

敵
地
が
き
ま
ら
な
い
た
め
艘
酎
の
お
く
一
同
保
汽
所
は
七
十
七
坪
辛
の
ト
タ
ン
葦

はれ
、て
こい
のた
ほ金

魚箭
針第
力f三
で保

身扉

噸
一

斗-.モ

名ル
でタ
､ノレ

キ蕊
チヰ2
の家
あ趣
る、
ス収
マ容
1定
卜風
な六

い
ろ
変
っ
て
き
て
い
る
が
、
以
汕
は
科

学
部
、
郷
士
部
、
図
工
部
、
珠
算
部
、

習
字
部
、
家
庭
部
、
文
化
部
、
音
楽
部

特
殊
柄
導
部
（
持
に
運
進
児
の
特
別
指

導
）
な
ど
の
都
が
あ
っ
た
。

し
か
し
現
在
は
露
学
部
、
珠
秤
部
、
豪

庭
部
、
蒋
別
柄
導
部
、
体
声
部
、
吾
蘂

部
”
組
繊
に
変
っ
て
い
る
。

当
町
建
謡
課
で
は
近
く
行
わ
れ
る
入
札
一

の
準
硫
を
し
て
い
る
。

ー＝■･一■一七一℃－もー、ーも一口一勺
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木
に
決
定
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
が

青
年
団
風
と
と
も
に
喜
ぶ
も
の
で
す

問
礪
は
大
会
場
と
し
て
恥
か
し
ぐ
な

い
よ
う
に
グ
ラ
ン
ド
や
、
そ
の
他
の

施
駿
鞍
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
あ
る
の
で
す
が
、
議
会
側
と

よ
く
雁
し
あ
い
の
上
で
剛
三
十
三
年

産
の
予
郵
に
は
酎
上
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

華
す
”
査
金
の
利
用
を

工費予算

180万円

更
生
・
医
廉
黄
金
の
篭
及
も
因
る

｜

口
一一■ー｡－毛一七一も一屯一、ー、ー

も一色一毛一四一由－9ー巳一も一､一、甲
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環 ノ、
一一

一

も
の
で
あ
る
。

総
工
率
は
百
八
十
万
円
で
明
年
春
早
を

三
カ
月
以
内
に
返
済
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
令
剖
払
い
と
、
三
カ
月
口

の
一
垂
維
国
に
返
済
す
る
二
通
り
の
方
澱

が
あ
り
、
町
当
局
で
は
、
こ
の
涜
金
を

大
い
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
認
ん
で
い

る
。

本
校
の
習
字
ク
ラ
ブ
は
昭
和
二
十
七
年
一
習
字
教
室
菰
前
の
北
門
寄
逆
会
）
に

灘
哩
辮
縣
篭
總
で
妨
州
露
坐
齢
騨
隔
轤
騒
嘗

に
お
い
て
順
鯛
な
蕊
遜
を
し
て
い
る
も
｝
北
門
習
字
教
室
で
は
入
会
す
れ
ぱ
七
級

の
と
思
わ
れ
る
。
か
ら
一
級
ま
で
の
七
階
級
と
、
そ
の
上

現
在
で
は
四
年
生
以
ｆ
は
致
科
と
し
て
に
初
段
甲
、
乙
か
ら
五
段
甲
、
乙
ま
で

も
毛
鍛
覆
字
が
あ
る
が
、
三
年
牛
以
下
一
の
＋
階
段
に
わ
け
て
毎
月
の
雑
鋳
習

は
毛
飛
習
字
で
な
く
、
鉛
鑑
齊
き
に
よ

ｗ
『
番
台
に
坐
っ
て
い
ま
す
』
と
浜
中
身
体
全
体
に
か
け
る
『
．
．
シ
・
・
・
』
の
〃
し
つ
け
〃
と
い
う
点
か
ら
み
て
も
ｆ
、

川
さ
ん
に
い
わ
れ
『
弱
２
一
℃
た
な
甘
声
に
参
っ
た
、
と
綜
頬
当
時
モ
シ
規
則
正
し
い
生
活
を
し
て
い
る
の
で
ま
た
保
喬
所
に
は
完
全
給
食
の
牽
掘

抑
ア
』
と
申
し
た
も
の
の
、
内
心
で
は
バ
ラ
の
噂
。
時
間
的
搬
念
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
間
と
栄
華
士
懇
余
ね
た
養
謹
蝿
が
必
婆

Ⅲ
シ
〆
シ
メ
だ
．
暑
聞
に
肌
す
ン
で
霧
達
は
兇
合
で
産
と
答
そ
く
に
う
否
け
ら
れ
て
い
る
し
、
》
あ
だ
と
主
誤
す
る
。

州
す
か
？
私
な
ン
か
と
て
も
と
て
少
呉
れ
ま
し
た
が
、
ア
ヤ
シ
イ
も
の
。
う
え
お
小
通
い
が
少
く
て
済
み
、
大
『
昨
年
か
め
蝿
入
会
が
で
き
た
の
で

州
と
誠
遜
。
そ
の
『
．
・
・
ン
・
《
・
』
に
魅
力

保
育
所
に
完
全
給
食
を

Ｍ
が
あ
る
。

叫
写
迩
憾
を
向
け
よ
ゞ
つ
と
し
た
ら
テ
レ

川
ビ
を
鯛
節
し
は
じ
め
た
。
モ
ノ
に
な

川
角
な
い
と
い
う
誠
が
し
た
が
、
睡
引

”
に
癖
し
ぬ
｜
手
で
善
に
誉
せ
（
愛
情
の
表
現
を
修
業
中

川
チ
リ
（
力
タ
イ
表
俄
で
し
ょ
う
。
ス

Ⅱ州
ミ
マ
セ
ン
）
“
そ
れ
で
も
弁
解
の
つ
も
り
か
生
和
で
助
か
り
で
す
。
保
河
所
の
あ
る
、
こ
母
の
会
の
活
皿
範
囲
は
せ
ま
く
な
り

川
写
し
お
わ
っ
て
本
宅
へ
柔
内
さ
れ
る
『
具
合
綜
蛎
の
セ
イ
で
し
ょ
う
か
、
の
町
の
子
供
た
坐
拘
は
幸
禰
で
す
』
と
ま
し
た
が
、
保
汗
所
に
対
し
て
は
今

川
Ｉ
。
お
岻
呂
廃
さ
ん
の
オ
カ
ミ
さ
ん
、
主
人
に
は
愛
俄
の
爽
現
が
ヘ
タ
だ
と
保
喬
所
を
ベ
タ
ホ
〆
。
後
子
供
の
完
全
保
青
と
い
う
こ
と
に

岬
に
は
、
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
と
い
わ
れ
て
．
．
‐
…
日
下
〃
愛
悩
の
変
『
保
育
所
が
お
休
み
の
日
十
供
た
ち
つ
い
て
、
ジ
ッ
ク
リ
腰
を
お
ち
つ
け

州
夛
シ
書
」
と
い
っ
て
．
、
ロ
の
怒
い
現
〃
に
つ
い
て
、
ダ
ン
ナ
様
か
ら
郷
が
多
お
や
つ
多
湶
遅
く
さ
ん
喫
求
し
て
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
』
と

州
：
。
』
と
ミ
ラ
ミ
つ
け
吟
れ
た
、
オ
コ
詞
か
錘
は
Ｌ
い
る
八
で
す
。
』
一
‐
弱
り
ま
す
。
保
奇
所
の
七
円
十
鍍
母
の
会
本
来
の
姿
に
州
つ
た
こ
と
鞍

川
ヅ
タ
つ
一
も
り
で
し
ょ
う
が
、
む
し
ろ
少
長
子
の
つ
く
奥
鞭
の
家
庭
は
み
ん
の
給
食
饗
で
は
少
い
の
で
は
な
い
で
認
ん
で
墜
桔

Ⅷ
そ
の
被
つ
わ
眼
つ
き
が
僻
惑
附
だ
。
な
円
満
の
よ
う
だ
。
し
よ
う
か
。
保
が
所
蒜
遼
に
不
足
琶
入
溶
糠
金
の
値
上
げ
剛
噸
に
つ
い
て

耐
丹
那
隊
の
鉦
死
井
晶
小
馳
遮
例
刊
助
勢
し
、
男
伽
刊
一
千
猴
極
か
印
上
し
い
め
の
雑
咋
あ
り
求
在
ル
邦
《
皇
子
ね
ｋ
だ
｛
ろ
撒
謹
も
鯉

川
は
、
こ
の
限
と
均
雅
の
と
れ
た
そ
の
ら
お
子
さ
ん
三
人
か
係
が
所
に
預
け
妙
な
い
ク
お
や
つ
乙
哩
子
供
さ
ん
遼
合
い
で
あ
り
、
稲
縦
も
喫
は
Ｌ
い
ま

繩
二
言
』
三
二
晨
一
害
皇
言
三
一
一
二
三
言
三
言
三
三
』
三
二
二
三
一
雪
冒
Ｐ
三
三
二
壱
二
言
』
一
二
一
二
二
言
』
二
三
一
二
壱
一
二
二
一
言
画
睾
盲
君
．
ニ
ニ
ニ
一
言
”
二
言
言
一
画
二
三
二
一
一
三
圭
匡
三
三
三
一
等
二
二
一
三
三
二
三
言
一
二
二
一
言
二
二
三
言
呈
言
一
三
三
二
言
一
一
雪
三
一
三
二
三

'llllll･$IIIIIIII''1IIIIMll''llll''''''III11111},'llll''''i''''llllll''IIIIIIIIIIIIIIIIIII'IIIIIIIII'0IIIIIIll'･'illl,,,,,'''IIIII1',11111,11,,1''川111,,1iIIM1lIll
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の
壼丑･今

一gfﾛー▲

力、
か
ら
卵
所
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が

保
育
に
欠
け
て
い
る
子
供
達
の
保
識

者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
楽
会
場
の
な

い
嘉
湘
地
区
の
住
畠
に
一
曰
も
早
く
完

成
す
る
よ
う
要
課
さ
れ
て
い
た
も
の

大
概
得
剤
、
商
掘
示
彌
、
安
田
光
鋤
、

藤
井
伝
蔵
、
外
晒
初
三
郎
、
沢
田
悔
造

中
谷
定
鉛
・

◇
右
醗
員
の
推
せ
ん
に
よ
る
理
事
（
六

纐
咽
繩
卿
縦
灘
鯉
溌
毒
期
待
さ
れ
る
合
唱
団
一

歌
い
初
め
は
一
月
十
日
》

》
懸
娠
鵬
鯛
縦
蠅
蝦
一
謝
巨
割
窄
“
繍
鮭
碑
鮨

◇
塞
挙
に
よ
る
理
事
宅
署
）

十
二
月
十
四
Ｒ
午
後
二
賑
、
当
町
裡
賜

会
猿
室
に
お
い
て
金
木
商
工
会
の
総
会

が
卵
か
れ
、
昭
和
三
十
二
年
虚
決
算
、

同
三
十
三
年
度
子
秤
お
よ
び
定
歓
の
一

部
改
死
な
ど
承
鱒
可
狭
さ
れ
た
。

そ
の
後
晦
海
趣
吉
（
曄
師
）
会
長
の
辞

字
教
室
に
そ
の
子
ど
も
の
顔
香
の
成
練

を
発
爽
す
る
の
で
、

ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た

ち
に
は
何
よ
り
も
こ

B~一

旨月
一千・‐
ーC

s四
、R
ご勾二
硬後
k二

菌購
Iユ、

薯当
ワⅢj

§磯

《
金
木
町
保
育
所

・
目
の
会
々
堅

喬
工
会

役
員

花
田
智
氏

総
会
の
議
案
は
全
案
可
決

－
た
汗
年
と
蝿
人
と
青
年
敏
師
の
集
い
に

一
そ
の
第
一
回
発
表
を
し
た
。
曲
同
は
小

一
学
概
唄
歌
の
『
箱
根
の
Ⅲ
』
亨
ン
ニ

ー
ロ
リ
吟
な
ど
塞
彩
な
魂
園
で
大
い
に
喜

程
Ⅱ
地
域
、
雅
祁
別
）

中
谷
幸
一
、
隙
価
次
郎
、
伊
藤
蟻
市
、

労
闘
睡
繊
、
新
問
慶
一
、
載
職
刷
雄

◇
監
寧
（
一
茗
）

金
三
郎
、
西
村
啓
次
郎

ま
で
は
放
送
施
般
に
よ
っ
て
礎
く
だ
け

の
立
場
に
お
か
れ
て
い
た
が
、
校
内
赦

送
を
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は

自
ら
が
マ
イ
ク
の
伽
に
立
ち
、
自
ら
繩

成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
発
表
世

た
り
、
病
剛
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
児
奉

の
経
験
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な
意
韓

が
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
発
函
し
た
ら
よ
い
か
、
薪

各
室
の
坪
数
次
の
と
お
り
（
甑
位
坪
）

◇
ボ
ー
チ
ー
一
・
五
◇
玄
関
’
三
・
○

◇
誰
戯
室
Ⅱ
三
○
・
○
◇
保
汽
掌
Ⅱ
一

三
・
五
（
三
室
◇
乳
児
室
二
・
○
◇

ほ
ふ
く
室
’
四
・
○
◇
鯛
理
室
’
四
。

○
◇
総
水
賜
’
一
・
○
◇
事
務
案
’
三

。
○
◇
抑
入
’
一
・
○
（
二
室
）
◇
極

所
’
四
・
○
◇
廊
下
’
六
・
五
◇
肘
七

七
・
五 ち こ

の
間
、
役
凰
を
ズ
ッ
と
勤
め
、
昨

年
ま
で
は
副
会
長
鞍
し
て
き
た
ベ
テ

ラ
ン
だ
。

雫
供
た
ち
を
保
蒜
所
に
や
っ
て
い

る
問
は
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
ま
す

ク
し
つ
け
〃
と
い
う
点
か
ら
み
て
も

規
則
正
し
い
生
活
を
し
て
い
る
の
で

時
間
的
砿
念
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
閲

に
う
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
し
、
そ
の

う
え
お
小
通
い
が
少
く
て
済
み
、
大

に
一
月
十
五
日
は
成
人
式

’
’

一
ば
れ
た
。

れ
た
。

田
悔
造
氏
を
括
れ
ぞ
れ
選
任
、
副
会
暹
三
者
の
多
い

九
円
午
後
七
時
、
中
村
旅
館
で
新
役
蝿
お
り
。

の
級
織
会
が
開
か
れ
た
が
、
会
畏
に
原
①
今
融
樋
関

次
郎
増
会
酢
伊
繊
醸
市
氏
、
総
務
沢
ク
莚
多
く

に
は
会
長
よ
り
喪
田
光
鉛
、
芳
涜
旺
蔵
て
る
。

両
氏
が
摘
名
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
潔
さ
②
仙
光
施
般

評
議
楓
を
お
く
こ
と
に
し
、
評
議
風
に

催
地
域
、
職
祁
な
ど
を
考
慮
し
て
約
三

毒
鞘
購
離
職
纈
鍋
蜜
騨
拝
謂

来
疾
の
花
田
町
癌
は
『
会
腫
と
し
て
艇
一
生
か
す
よ
う

蕊
蓉
騨
蠅
譲
蕊
弱
室

争
一
白
い
っ
ぱ
い
預
っ
て
い
る
保

母
“
如
方
が
大
変
だ
と
思
つ
か
ら
で

ｚ
陛
謬
か
ら
心
配
し
て
い
る
．

保
鵡
川
〃
子
供
た
ち
も
幸
掴
だ
が
心

配
誉
Ⅷ
て
い
る
保
母
さ
ん
方
も
幸
描

え
。

ま
た
保
喬
所
に
は
完
全
給
食
の
寒
師

と
栄
養
士
詮
余
ね
た
養
鍾
蝿
が
必
婆

だ
と
主
談
す
る
。

『
昨
年
か
ら
蝿
入
会
が
で
き
た
の
で

」
の
組
繊
会
で
は
現
役
皿
制
匪
の
ほ
か

3， エ
を新

一
一
一
二
戸
一
ウ
伊
勾
■
一
一
一
・
一
争
一
写
『
一
一
口
一
写
一
一
や
一
一
一
『
皇
争
画
垂
凸
一
一
再
屯
ロ
ー
■
●
一
一
』
Ｐ
・
■
●
》
《
今
一
一
口
一
一
一
一
一
幸
一

客人長60も
騨面稽昭芹

収
運 75

の
非索ロ

稗
入
一
秤
八

給
水
錦
叩

繊
煙
室

ほ
ふ
く
室

《
乳
旧
把
雷
一 ↓

保
育
室 す

が
、
敬
膏
ま

げ
の
必
要
は
弁

す
。
私
は
セ
灘

い
く
ら
か
上
岬

と
細
か
い
数
宰

く
れ
た
が
、
や

坐
り
会
献
冴
討

て
、
そ
の
経
錘

の
ｂ

躍
鱈
し
て
ダ
ン

は
と
考
え
（
ガ

『
い
ろ
い
ろ
あ

し
↑
盤
と
帰
切

一
く
の
人
邇
か

③
金
木
を
中

い
て
、
関

し
、
逓
蹄

④
年
中
行
那

一
人
八
百

は
か
ま
い

そ
の
月
末

迩
古

＝

便
所 中轡下

』 =一



体
全
体

かけ
る
？
ン
：
山
の
 

質に参
「

r、
と
結
婚
当
時
モ
ツ
 

ラの唯
一
 

私
逮

は『」で
す
』
と
符
え
て
く
 

ま
し
た
「
ア
ヤ
シ
イ
も
の
。
 

一
 

●

毎
切
保
童

m
 駿

「
々
長
 

花
田
智
氏
 

1
1
H
H

目H
u
，
月
」
●
、
山
鵬
甘
同

u
~
r
 

、
「
し
与

dり
 

M伽
 

電次
 

駿
 

一
竿
ロ
「
 
赫
鷲
】
‘
、
 

舞
ロ
二
、
 
喫
盗
‘
【
 

コ
ー
、

qソJ
'

“
ソ
，
？
抱
響
，
に
 
『
 

プ
 

集
 募
 

誕

編ソ J
”
 

メ
切
昭
和
「
王
犀
一
旦
手
一
日
 

呈
三

E
で
一
膏
三
三
三
三
」
三
三
 
」
ミ
三
三
〒
ニ
苦
月
乞
言
〒
三
？
一
三
二
三
看
昌
一
「
三
ニ
一
竿
昌
三
；
三
三

E・
ニ
三
三
三
二
三
一
「
三
一
三
三
『
」
ニ
一
一
 

れ
で
も
‘
瞬
の

つ
も
り
か
小
声
で
 

暑
羅
一

Wセ
イ
で
し
よ
う
叱
 

八
に

は愉の我
現
が
へ
タ
だ
と
 

わ
れ
で
！
・

月
下
 
ル
愛
情
の
狸
 

ク
に
つ

《、
グ
ン
ナ
機
か
ら
講
 

と
愛
け
い
る
ん
で
す
。
』
 

事ク
の
く

英
騒
の

W（
庭
は
み
ん
 

円
澗

のーりた
。
 戸

所
の三
た
髄
霜
一
‘
・
雀
ザ
“
 

お
子
さ

J入
を
保
声
所
「
賃
け
 

助
か
り
で
す
。
保
査
所
の
あ
る
、
こ
 

の
町
の
子
供
た
ち
は
幸
福
で
す
』
と
 

保
書
所
を
ペ
タ
ホ
メ
。
 

『
保
督
所
が
お
体
み
の
日
子
供
た
ち
 

が
ク
お
や
つ
ク
を
た
く
さ
ん
要
求
し
 

プ
弱
り
ま
す
。
保
書
所
の
七
円
＋
銭
 

の
給
食
費
で
け
ら
『
刀
で
は
な
い
で
 

し
よ
う
か
。
押
、
 
一
『
言
に
不
足
を
 

巾Lて
い
ろ

I
 
\

．
ナ
ー
ん
が
 

少
な
い
ク
お
（
マ
ー
乙
ニ
ー
極
さ
ん
連
 

『
「
た
ず
ね
シ
と
二
ー
ら
『
弘
逮
ら
祖
 

合
員
で
あ
り
、
相
談
‘
議
け
て
い
ま
 

母
の
会
の
活
動
範
囲
は
せ
ま
く
な
り
 

ま
上
に
が
、
保
青
所
に
対
し
て
は
今
 

隼
供
の
》
窒
保
腎
と
い
う
こ
と
に
 

つ
い
て
、
ジ
ツ
ク
リ
腰
を
お
ち
つ
け
 

一
 
力
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
』
と
 

母
の
会
大
来
の
姿
に
帰
つ
た
こ
と
を
 

事
ん
で
い
た
。
 

ム
塩
料
金
の
値
上
げ
問
腿
に
つ
い
て
 

れ
、
 

昭
 
 
工
一
年
度
決
算
、
 
一
 
直
蔵
、
新
岡
慶
一
、
製
藤
岡
熊
 

十
四
日
「
一
蒔
、
当
町
繊
 
冬
轟
域
、
職
種
別
）
 

に
お

い（
木
商
工
会
の
総
会
 
巾
谷
幸
一
、
原
直
次
郎
、
伊
藤
熊

m、
 

半
 
響
し
い
魂
世
 

O一
干
五
日
（
志
半
後
一
時
ー
四
時
，
 

”
ナ
供
に
多
休
為
ゲ
薬
し
く
さ
せ
た
 

む
 Oニ十
九
日
（
火
 
午
後
六
時
半
ー
 

九
時
半
 

崩
る
い
然
諮
葺
を
つ
く
る
に
結
 

な
お
、
会
場
は
血
〈
町
保
査
所
 

・

「．
 

編
 
集
 
後
 
記
 

〇
・
・
今
年
は
ナ
ニ
か
と
忙
し
い
年
で
し
 

た
。
私
た
ち
の
町
ば
か
り
で
な
く
、
世
 

界
中
が
メ
マ
イ
し
そ
う
な
忙
し
い
年
で
 

し
た
。
大
陸
間
職
遺
弾
が
飛
び
田
し
て
 

間
も
な
く
、
こ
ん
』
〈
汗
（
人
工
術
星
が
地
 

球
の
マ
ワ
リ
を
、
一
回
な
ん
と
一
時
間
 

二
、
「
干
分
で
飛
ん
だ
の
で
す
。
そ
れ
 

も
二
つ
で
す
。
二
つ
自
に
は
明
年
の
エ
 

ト
で
あ
る
『
さ
を
の
せ
て
 
。
 

〇
・
・
ク
メ
リ
カ
は
わ
れ
‘
」
賛
け
じ
、
と
 

忙
し
い
時
間
を
過
し
た
よ
う
で
す
が
、
 

酉
年
の
せ
い
で
し
よ
う
か
。
 

今
年
こ
そ
ジ
ツ
ク
リ
仕
事
を
と
考
え
て
 

い
た
の
で
す
が
、
後
ニ
十
四
時
間
で
去
 

る
こ
の
ト
リ
年
を
ふ
り
か
え
つ
て
み
れ
 

ば
結
局
ナ
ニ
も
し
な
か
つ
た
と
い
う
 

感
じ
…
。
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
明
年
は
 

賢
い
『
イ
ヌ
』
に
な
り
た
い
と
考
え
て
ー
 

い
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く
。
（
網
集
子
）
一
 

人
工
衛
星
に
乗
っ
た
 
眺
 

育
 サ

ン
タ
さ
ん
来
所
・
碑
 

去
る
一
子
七
日
、
金
誇
保
督
所
に
お
 

い
て
午
加
十
時
半
ょ
息
也
一
保
青
所
と
 

合
同
で
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
を
お
 

相
き
レ
て
、
楽
し
い
『
ク
リ
ス
マ
ス
の
 

お
遊
戯
台
を
開
い
た
。
両
保
青
所
は
 

今
年
で
六
回
目
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
迎
え
 

た
の
で
あ
る
が
、
子
供
さ
ん
迷
に
と
ツ
 

て
は
、
一
年
中
で
一
番
楽
し
い
行
事
で
 

あ
る
。
こ
の
日
、
保
腎
所
運
営
委
員
長
 

西
村
周
」
民
の
サ
ン
タ
ク
ロ

1
ス
の
爺
 

さ
ん
は
、
お
み
や
げ
を
入
れ
た
大
き
な
 

袋
を
背
に
し
て
子
供
た
ち
の
飽
童
～
頃
 

を
見
計
つ
て
『
ト
ナ
カ
イ
に
乗
つ
た
ま
 

ま
入
工
断
星
に
価
乗
し
て
ュ
要
し
た
』
 

と
ゼ
ス
チ
ユ
ア
た
つ
ぷ
り
の
熟
演
ぷ
り
 

ま
た
母
の
会
の
有
志
に
よ
る
人
形
芝
居
 

な
ど
あ
り
盛
会
だ
つ
た
。
・
 

ー
 

 
r
 

員
の
推

「に
よ
る
理
事
 
ヘ
ー
ロ
リ
芸
参
彩
な
趣
目
で
大
い
に
喜
 

各
室
の
押
数
次
の
と
お
り
（
単
位
坪
）
 

◇
ポ

1
チ
‘
一
・
五
◇
書
関

Iー
ラ
〇
 

◇
遊
戯
室

T三O・
〇
◇
保
督
察
一
一
 

三
・
五
（
三
憲
）
◇
乳
児
蹴
三
・

O◇
 

ほ
ふ
く
室
‘
四
・
〇
◇
盟
箪
【
四
・
 

〇
◇
給
水
場

I
一
・
〇
景
鷲
甲
工
ニ
 

・

〇
◇
押
入

I
一
・
〇
（
二
奪
◇
便
 

所
廿
四
・
〇
◇
廊
下
・
六
・
五
◇
計
七
 

七
・
五
 

一
月
十
五
日
は
成
人
式
 

で
「
・
」
・
ニ
ニ
一
・
・
】
「
〒
ニ
『
「

F三
・
二
！
 

!
F
 発

見
の
み
に
と
ら
山
れ
な
い
よ
つ
に
峨
 

い
た
い
も
の
で
す
。
 

と
い
う
の
は
、
繁
に
も
校
外
巡
視
と
 

い
っ
こ
と
が
あ
り
毛
の
こ
ろ
の
児
童
生
 

催
先
生
の

nのAド
か
な
い
場
所
ヘ
 

ン
詠
げ
て
い
っ
慮
奮
る
か
ら
で
す
 

も
ち
ろ
ん
民
主
化

Aれ
、
人
襲
皿
に
 

は
人
一
費
孤
を
く
ば

bれ
て
い
る
先
生
 

方
の
こ
と
で
す
か
『
、
別
な
折
導
方
法
 

も
考
え
て
い
る
こ
七
」
思
い
ま
す
が
、
 

悪
に
走
る
暇
を
《

7な
い
よ
う
な
ク
遊
 

びf
と
場
所
を
つ
く
つ
て
や
る
と
と
 

も
に
、
児
童
止
徒
の
監
視
の
み
で
な
く
 

も
つ
と
温
か
い
方
鷺
審
導
す
る
こ
と
 

を
、
み
ん
な
「
舟
‘
・
よ
う
で
は
あ
り
ま
 

せ
ん
か
。
（
金
木
北
新
町
 
一
冨
士
）
 

患
者
に
人
形
な
ど
贈
る
 

灘
ハ
ー
テ
ー
費
用
師
約
で
 

県
厚
生
連
金
木
』
脇
じ
は
、
ク
リ
ス
マ
 

ス
・
イ
プ
の
二
十
皿
目
夜
、
院
畏
は
じ
 

め
職
皿
全
皿
で
ダ
妾
・
パ
ー
テ

1に
 更

ニ
義
用
を
節
約
』
し
、
入
院

4
1
の
患
 者

百
三
十
ハ
を
訪
れ
お
英
子
と
お
人
 

形
さ
ん
か
贈
り
、
蝋
宥
さ
ん
や
付
添
人
 

た
ち
か
ら
非
常
に
喬
れ
た

o
 

臨
時
町
議
会
 
十
二
月
 

特
別
職
を
選
任
 
「
干
日
 

午
削
十
時
よ
り
町
幕
堂
で
、
助
役
、
 

収
入
役
、
製
資
奪
伽
皿
運
任
の
臨
 

時
町
議
〈
が
開
か
加
る
．
 

俸 
 待 

 フ
、、

試 年 齢
 
十
八
歳
ー
ニ
十
五
歳
未
満
 

験
 
昭
和
三
十
三
年
一
月
 

隊
 
昭
和
三
十
三
年
三
月
末
日
よ
り
 

遇
 
ニ
等
陸
・
軍
・
空
士
 

給
 
約
大
千
二
百
円
 

（
ほ
か
オ
厳
支
給
）
 

く
わ
し
い
》
こ
菱
塩
認
務
課
に
お
間
合
せ
下
さ
い
。
 

警
臓
衝
嘗
募
集
要
項
 

金
木
高
校
入
学
生
募
集
 

二
“
葉
人
員
穿
・
？
泊
分
麟
鳩
女
合
せ
故
痴
罷
 

一
一
、
願
団
受
付
 
中
心
校
 
一
月
二
十
一

5一
月
三
十
一
日
 

分
校
 
」
肩
士
了
一
一
肖
二
十
六
日
 

三
、
学
力
検
査
繁
麟
一
璽
読
、
一
干
合
 

四
、
検
査
学
科
 
中
心
校
（
国
・
散
・
理
・
社
・
図
・
音
・
保
健
体
青
・
職
 

業
家
庭
の
》
一
 
目
。
他
に
選
択
敦
科
鷲
一
か
職
 

業
家
窪
刀
一
倒
目
〕
 

分
 
校
 
（
国
川
数
・
理
・
社
の
四
料
目
）
 

五
、
入
学
発
汲
 
中
心
校
 
「
育
八
日
 
分
 
校
 
四
月
五
日
 

ど
れ
て
い
た
も
の
 

けに
一
日
も
早
く
完
 

に
な
つ
て
い
る
が
 

Q干
供
逮
の
保
護
 

と
、
築
◇
珊
の
な
 

押
入
一
押

A
 

調
理
室
 

生
活
指
導
連
に
提
言
 

金
木
地
区
の
小
・
中
・
高
校
の
先
生
方
 

が
児
童
生
徒
の
校
外
指
導
に
乗
り
出
す
 

と
い
う
こ
と
か
き
い
て
事
袈
」
い
る
父
 

兄
の
一
人
で
す
が
、
不
良
行
為
の
防
止
 

層
の
利
益
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
ふ
。
 

そ
れ
も
協
同
の
力
で
、
値
が
な
品
で
も
 

無
献
な
く
魂
航
る
よ
う
に
す
れ
ぱ
、
必
 

ず
し
も
高
く
売
ら
な
く
と
も
消
費
者
が
 

大
助
か
り
で
あ
る
と
と
も
に
、
売
る
側
 

も
ま
た
助
が
る
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
 

金
木
は
消
費
本
位
の
町
だ
と
す
れ
ば
、
 

近
郷
の
客
も
ど
ん
ど
ん
入
つ
て
町
は
 

ま
ま
す
警
自
す
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
 

ま
す
。
 
（
」
懇
町

T・Y告
 

一
人
八
百
字
以
内
。
紙
ト
ど
く
名
 

は
か
ま
い
ま
せ
ん
。
締
切
は
毎
月
 

そ
の
月
末
で
す
。
 

《

ー
 

'
 
i

ー
 

【
 

『
今
日
は
主
人
が
お
り
ま
せ
ん
か
ら
 

ユ
ツ
ク
リ
し
て
く
だ
さ
い
』
と
の
こ
 

と0
 
 
（
こ
れ
が
ホ
ン
ト
な
ら
？

)
 編

鹿
な
女
の
人
の
側
に
、
長
く
い
る
 

こ
と
は
気
持
よ
い
も
の
で
あ
る
が
、
 

チ
ョ
ツ
ト
立
昭
し
て
も
ョ
ソ
の
奥
際
 

に
モ

1シ
ョ
ン
か
け
た
、
な
ど
す
ぐ
 

ウ
ワ
サ
の
た
つ
、
せ
ま
い
わ
が
町
を
 

ウ
ラ
ミ
な
が
ら
、
後
髪
を
ひ
か
れ
る
 

思
い
で
雨
露
の
降
る
道
へ
田
た
。
 

(
I

・Y
)
 【

写
臓

I番
台
で
ス
マ
シ
こ
ん
だ
花
 

田
会
長
】
 

町肋

dり
Im
「1
lI

「町
m
司I
而I
l
がI
"nIり
I
司
lIlII
川
」

”瑚「I
ト
“りI
加I
rl
IIilI

仙明】
hI
lI
II

川―lI, 
 

す
が
、
牧
胃
者
で
あ
る
主
‘
八
は
値
上
 

げ
の
賞
は
な
い
と
反
対
し
て
い
ま
 

す
。
私
は
セ
メ
て
多
期
間
だ
け
で
も
 

い
く
ら
か
上
げ
て
も
ら
え
れ
ば
：
』
 

と
細
か
い
数
字
を
あ
げ
て
説
明
し
て
 

く
れ
た
が
、
や
は
り
実
際
に
番
台
に
 

坐
り
会
計
タ
司
つ
て
い
る
だ
け
あ
つ
 

て
、
そ
の
経
営
論
は
常
に
入
つ
た
も
 

の
。
 長
居
し
て
ダ
ン
ナ
駅
か
ら
ヤ
か
れ
て
 

は
ン
署
え
分
ラ
で
も
な
い
が
）
 

『
い
ろ
い
ろ
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
 

し
た
』
と
帰
り
の
挨
拶
を
す
る
と
、
 

こ
の
開
、
役
貝
を
ズ
ツ
と
動
め
、
昨
 

年
ま
で
は
副
会
畏
を
し
て
き
た
ベ
テ
 

ラ
ン
だ
。
 

挙
供
た
ち
を
保
脊
所
に
や
つ
て
い
 

る
間
は
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
ま
す
 

ク
し
つ
ゾ
と
い
う
点
か
ら
み
て
も
 

規
則
正
し
い
生
活
を
し
て
い
る
の
で
 

時
聞
的
観
念
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
間
 

に
っ
え
つ
け
ら
れ
て
い
る
し
、
そ
の
 

う
え
』
柔
造
い
が
少
く
て
済
み
、
大
 

ウ
 
ー
日
い
つ
ぱ
い
預
つ
て
い
る
保
 

母
」
ん
方
が
大
変
だ
と
思
・
ふ
ら
で
 

す
』
と
ン
ン
か
ら
心
配
し
て
い
る
。
 

保
資
所
り
子
供
た
ち
も
幸
福
だ
が
心
 

配
さ
か
ご
い
る
保
母
さ
ん
方
も
幸
福
 

だ
い
 
出
に
』
保
青
所
に
は
売
全
籍
食
の
寧
施
 

《
乗
警
＋
事
競
ね
た
養
農
婦
が
必
嬰
 

だ
と
主
張
す
る
。
 

罪
年
か

b婦
人
会
が
で
‘
晃
の
で
 

〇
・
・
ド
レ
ス
を
は
」
め
色
ト
リ
ド
 

リ
の
洋
服
、
和
服
か
和
飾
つ
た
娘
 

さ
ん
や
奥
像
万
を
”
相
手
に
、
青
 

年
紳
士
が
ダ
ン
ス
（
」
お
葵
し
み
。
 

こ
れ
は
ク
リ
ス
マ
舟
に
保
青
所
ホ
 

1ル
で
行
わ
れ
た
霊
大
な
ダ
ン
ス
 

パ1テ1の
ー
コ
「
。
 

月
所
に
完
全
給
食
を
 

愛
情
の
表
現
を
修
業
」
 

〇
：
向
を
測
つ
て
い
る
の
で
し
よ
 
）
 

う
か
。
こ
こ
」
）
大
由
ゲ
丘
か
ら
北
 
）
 

麟競 
東
に
森
林
軌
道
の
と
こ
ろ
ま
で
通
 
「
 

じ
て
い
る
林
道

o人
ひ
と
り
ヤ
ヅ
 
（
 

と
通
れ
る
と
い
う
狭
い
道
。
 
（
 

r
U
の
辺
ま
で
広
く
す
れ
ば
よ
い
 
『
 

の
だ
が
 
』
と
は
利
用
者
の
弁
 
」
 

（
一
 

～
一
 

一
 
〇
・

ど
の
位
お

弁

入
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I一人
当
三
百
円
 

（
参
加
希
課
者
は
篤
総
務
課
今
 

申
込
締
切
‘
士
戸
ー
エ
→
首
正
午
ま
で
申
込
み
馴
い
」
に
す
 

（
 
よ
う
か
。
金
確
誓
に
き
い
て
み
ま
 

、
 
と
こ
ろ
が
、
人
響
人
の
火
葬
費
 

、
 
よ
り
人
り
ま
せ
ん
と
の
こ
と
。
 

》
ォ
ヤ
、
変
な
こ
響
、
と
思
つ
た
 

く
の
人
迷
か
勧
誘
し
て
、
こ
の
特
色
を
 
保
督
所
、
 

舞
一
麟
響
醗
鍋
縫
濯
稜
一
 

ば
れ
た
。
 

来
賓
の
花
田
町
長
は
『
会
皿
と
し
て
展
 

範
職
後
直
ち
に
改
選
 

）
ら
金
庫
番
は
喜
・
市
の
オ
ン
議
 

総
会
の
議
案
は
全
案
可
決
」
疑
蕗
異
舞
鍵
 

役置 員
芸 

竃
か
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一
の
で
 

新
会
長
に
原
氏
を
選
任
 

評
議
員
も
設
け
活
発
に
 

商工会 組織会 〇
・
・
花
田
町
只
を
ま
ん
中
に
、
道
『
 

路
補
修
お
風
念
写
真
か
ナ
・
・
、
 
〉
 

こ
れ
は
加
の
写
其
の
通
路
。
約
九
 
）
 

百
米
を
「
簡
憾
に
望
拓
き
、
百
「
 

余
万
円
を
投
ど
て
見
違
え
る
ほ
ど
 
（
 

立
派
な
道
路
に
改
良
し
た
も
の
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．
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よ
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定
款
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事
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れ
た
。
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三
郎
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村
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沢
郎
 

鳴
海
僻
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隊
師
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長
の
辞
 

に
続

い
」
員
総
辞
職
ま
一
 
一
 
期
待
さ
れ
る
合
唱
団
 

や
む
な
』
辞
職
を
承
認
し
た
 

「
郎
氏
」
議
長
に
費
議
 
歌
い
初
め
は
月
十
日
 

精
果
次

一お
り
選
任
さ
れ
た
一
金
宋
コ

1ラス
会
で
は
、
去
る
十
二
月
 

に
よ
る
」

・
（
七
約
一
 
一
一
日
、
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木
小
琴
校
に
お
い
て
行
わ
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一
霜
、
」
奮

m光
切
、
一
た
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年
ン
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婦
人
と
青
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敦
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策
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に
 

威
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三
郎
、
沢
【
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造
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そ
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衷
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／
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の
ほ
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、
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客
像
の
築
 

る
よ
う
な
催
物
か
じ
て
業
者
の
収
入
 

増
を
は
か
る
。
 

金
」
血
間
工
会
で
は
、
こ
の
ほ
芝
鳴
海
会
 

賃
下
役
員
の
総
辞
胆
に
伸
い
去
る
十
 

九
円
午
後
七
時
、
中
村
旅
館
で
新
役
皿
 

の
組
融
会
が
開
か
れ
た
が
、
会
長
に
原
 

次
帆
民
、
会
計
伊
睡
儀
市
氏
、
総
務
沢
 

田
愉
識
〈
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
、
副
会
長
 

に
は
会
畏
よ
り
安
「

m光
男
、
芳
賀
直
蔵
 

両
氏
が
均
名
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
 

れ
た
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＋
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し
た
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工
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の
 

朋
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営
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は
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の
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り
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①
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円
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を
多
く
し
て
も
ら
い
、
中
小
直
山
 
冬
期
間
も
バ
ス
運
行
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の
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い
当
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の
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。
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時
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計
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（
沓
午
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一
蒔
半
ー
九
時
 

半
 
豪
計
簿
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け
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放
送
施
殴
に
よ
つ
て
蹴
く
だ
け
 

の
立
妻
に
お
か
れ
て
い
た
が
、
校
内
放
 

送
を
寧
施
す
る
よ
う
に
な
つ
て
か
ら
は
 

自
ら
が
マ
イ
ク
の
助
に
立
ち
、
自
ら
編
 

成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
つ
て
発
汲
し
 

た
り
、
演
田
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
 

る
よ
う
に
な
つ
た
の
で
、
一
 
は
児
童
 

の
経
験
に
と
つ
て
極
め
て
大
き
な
意
善
 

が
あ
る
。
 

ど
の
よ
ー
っ
に
死
声
し
た
ら
よ
い
か
、
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う
す
る
か
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劇
か
構
成
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究
が
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な
け
れ
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な
ら
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。
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し
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標
を
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こ
と
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き
る
と
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じ
て
し
 

る
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で
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現
在
放
送
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が
、
各
学
級
毎
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送
す
る
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組
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こ
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も
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し
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。
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れ
ば
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に
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、
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な
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の
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Jであ
り
ま
す
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中
で
も
難
頭
が
一
番
目
に
つ
き
、
き
 

う
り
、
ト
マ
ト
、
白
菜
、
玉
茶
な
ど
、
 

五
所
川
原
で
買
つ
て
運
質
か
け
て
来
て
 

も
、
な
お
金
木
よ
り
も
安
い
よ
う
で
は
 

金
木
町
の
生
産
者
な
り
蔭
ぬ
な
り
が
、
 

今
少
し
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え
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も
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そ
う
で
す
。
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く
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る
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と
だ
け
が
？
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る
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な
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て
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摂
い
目
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一
 

金
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の
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か
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価
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よ
 

う
か
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よ
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。
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所
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